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論文内容の要旨

本研究は，低温用鋼溶接部を対象とし，溶接部の破壊靭性を評価するために通常行われている三点曲

げCOD試験において，切欠き前縁に沿う局部的脆化部が曲げ限界COD値に及ぼす影響を明らかにす

るとともに，曲げCOD試験で小さい限界CODのあらわれる溶接継手が，実構造物に近い広幅切欠き

引張試験ではどのような破壊特性を示すかを明らかにすることを目的として行ったもので， 6 章よりな

る。

第 1 章は緒論で，溶接部の曲げ限界COD値のばらつき特性に関する従来の研究の概要とその問題点

を述べ，それを背景として，本研究の目的と研究対象及び本論文の構成を示している。

第 2 章では，母材として S LA33BQ鋼を使用し，溶接材料として2.5%Ni系及び Si -Mn系溶接棒

を適当に組合せることにより，溶接部に局部的な低靭性部を含むモデル継手を作製して三点曲げCOD

試験を行い，限界COD値のばらつきは局部的低靭性部の影響をうけ，ぱらつきの下限に近い小さな限

界COD値は低靭性部そのものの靭性値を示すことを明らかにするとともに，本試験で求められた破壊

様式の分類を行っている。

第 3 章では，第 2 章と同ーのモデル継手から取り出した切欠き引張試験片を用いて行った実験結果と

第 2 章の実験結果とを併せて限界COD値のばらつきに関する統計的検討を行い，引張り限界COD値

は曲げ限界COD値より概して大きいこと，局部的低靭性部の寸法が小さいほどこの傾向が顕著にあら

われることなどを明らかにしている。

第 4 章では， S LA33BQ鋼を用いた LPG貯槽において実用されている溶接継手について，溶接金

属及びクロスボンド部の三点曲げCOD試験を行い，実験結果の統計的検討なと、から，切欠き前縁に存
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在する数100μm程度の局部的脆化部が曲げ限界COD値のばらつきと偶発的に生じる低い限界COD

値の発生要因であることを明らかにしている。

第 5 章では，第 4 章と同ーの溶接継手から取り出した切欠き引張試験片を用いて行った実験結果と，

第 4 章の実験結果とを併せて限界COD値のばらつきに関する統計的検討を行い，切欠き引張試験にお

いて全面降伏を生じる以前に破壊する場合には，引張り限界COD値と曲げ限界COD値はほぼ等しい

が，全面降伏を生じた後に破壊する場合には，引張り限界COD値は曲げ限界COD値より大きくなる

ことを明らかにしている。さらにこの結果に基づいて， L PG貯槽の脆性破壊防止の見地から，溶接部

の三点曲げCOD試験結果の評価法に関する新しい提案を行っている。

第 6 章は総括で，本研究で得られた主要な結論をとりまとめている。

論文の審査結果の要旨

低温貯槽の脆性破壊に対する安全性確保の見地から，母材及び溶接部の三点曲げCOD試験が現在広

く実用されているが，溶接金属及びクロスボンド部に切欠きを導入した三点曲げCOD試験では，同一

条件下で求められる限界COD値のばらつきが大きく，偶発的に極めて低い限界COD値で破壊を生じ

ることがあり，その評価が実用上大きな問題となっている。

本論文では， LPG貯槽用の低温用 S LA33BQ鋼を用い，溶接部に局部的低靭性部を故意に含ませ

た模型的溶接継手及びLPG貯槽に現に実用されている溶接継手から採取した三点曲げCOD試験片と

切欠き引張試験片について多数の実験を行い，限界COD値のばらつきに関する統計的検討・考察を行っ

て次に述べる主要な成果を得ている。

(1) 三点曲げCOD試験による限界COD値は，切欠き前縁に沿う局部的脆化部の寸法の影響をうけ，

溶接ボンド部組粒域のような数100μm程度の局部的脆化部の存在が曲げ限界COD値のばらつきと

偶発的に低い限界COD値を生じる主要な要因である。

(2) 三点曲げCOD試験と切欠き引張試験によって求められる限界COD値を比較すると，切欠き引張

試験において全面降伏を生じる以前に破壊する場合には両者はほぼ等しいが，全面降伏を生じた後に

破壊する場合には引張り限界COD値は曲げ限界COD値より大きくなる。

(3) 以上の結果に基づいて，低温用鋼溶接部の三点曲げCOD試験結果の評価法に関する新しい試案を

提示している。

以上のように本論文は，局部的脆化部を含む低温用鋼溶接部の脆性破壊発生特性と破壊靭性評価につ

いて有用な知見を与えており，溶接工学上寄与するところが大きし、。よって本論文は博士論文として価

値あるものと認める。
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